
      

第
七
章 

災 

害 
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第
一
節 

明
治
の
災
害 

 
✜
周
西
村 

明
治
四
十
三
年
八
月
十
一
日
ニ
於
ケ
ル
山
崩

及
其
他
水
害
ノ
惨
状
ハ
實
ニ
空
前
ノ
天
變
事

ニ
シ
テ
就
中
山
崩
ニ
ア
リ
テ
ハ
史
上
未
タ
曽

テ
比
類
ヲ
見
ザ
ル
所
ニ
シ
テ
其
尤
モ
近
似
ノ

例
ヲ
擧
グ
レ
バ
聖
武
天
皇
神
亀
四
年
上
總
國

言
ス
山
崩
レ
テ
百
姓
七
十
人
壓
死
ス
云
々
是

レ
實
ニ
一
千
百
八
十
三
年
前
ノ
事
ニ
屬
ス
然

シ
テ
今
囘
ノ
山
崩
ニ
ア
リ
テ
ハ
君
津
郡
内
ニ

シ
テ
既
ニ
七
十
人
ノ
死
亡
者
ヲ
出
シ
タ
リ
其

惨
状
推
シ
テ
知
ル
ベ
シ 

サ
レ
バ
被
害
者
ノ
救
護
治
療
死
體
搜
索
埋
葬

ヨ
リ
遺
族
ノ
慰
問
救
恤
道
路
ノ
開
通
橋
梁
ノ

架
設
埋
没
セ
ル
宅
地
田
畑
ノ
復
旧
等
ノ
タ
メ

有
志
者
ハ
義
捐
金
ヲ
募
リ
町
村
會
ハ
救
恤
ヲ

議
シ
其
個
人
タ
ル
ト
團
體
タ
ル
ト
ヲ
問
ハ
ズ

或
ハ
勞
力
或
ハ
金
品
ヲ
以
テ
遭
難
者
ニ
同
情

ヲ
表
セ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
シ
事 

天
聴
ニ
達
ス
ル

ヤ
茲
ニ
畏
ク
モ
両
陛
下
ノ
恩
賜
ヲ
拝
ス
ル
ニ

至
レ
リ
誰
カ
感
泣
セ
ザ
ラ
ン
ヤ 

君
津
郡
内
ニ
テ
當
時
ノ
被
害
ノ
タ
メ
死
亡

セ
ル
モ
ノ
七
十
人
負
傷
者
三
十
七
人
全
潰
家

屋
百
二
十
七
戸
ナ
リ
。 

 

～
以
下
省
略
～ 

（
『
明
治
庚
戌
遭
難
録
』
） 

 

                       

                       

｢明治４３年水害 念帖｣ 

～資料出典（青蓮寺蔵）～ 

 
＜写真１＞ 

周西村小學校内ニ於ケル 
岡君津郡長主催遭難者大法會 

 

＜写真 2＞ 
遭難者遺族ニ対シ両陛下恩賜金傳達式

（君津郡會議事塲二於テ） 

＜写真 3＞ 
飯野村下飯野根崎山崩 

并苐二部会 

 

＜写真 4＞ 
飯野村上飯野大福寺庫裡潰レ跡 

并苐五部会 
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✜
人
見
青
蓮
寺
付
近 

明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
八
月
、
数
日

間
降
り
続
い
た
豪
雨
で
た
ち
ま
ち
小
糸
川
は

大
増
水
し
氾
濫
し
た
。
釜
神
の
堤
防
は
決
壊

し
て
中
富
地
区
に
濁
流
が
押
し
寄
せ
、
地
区 

                  

明治末期 青蓮寺付近図 

＜写真 8＞ 
波岡村小濱槇河岸山崩 

 

＜写真 5＞ 
飯野村天王跡崩潰 

并苐三部会 

 

＜写真 6＞ 

飯野村本郷字清水山崩 
并苐四部会 

 

＜写真 7＞ 
飯野村二間塚大手橋流失恢復 

并苐六部会 
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は
孤
立
状
態
に
な
り
人
見
か
ら
東
南
方
の
田

畑
は
一
面
に
泥
海
と
化
し
た
。 

上
流
よ
り
家
や
流
木
、
堆
肥
の
山
が
数
知

れ
ず
押
し
流
さ
れ
て
来
た
。
人
見
地
区
の
大

半
は
床
上
ま
で
浸
水
し
、
青
蓮
寺
の
表
通
り

は
川
の
よ
う
に
流
れ
が
強
く
、
大
船
が
川
端

脇
の
道
路
に
繋
が
れ
て
い
た
。
人
見
連
山
は

山
津
波
の
た
め
土
砂
崩
れ
の
箇
所
が
多
く
裸

山
と
な
っ
て
立
木
は
こ
と
ご
と
く
下
に
落
と

さ
れ
て
い
た
。
青
蓮
寺
も
裏
山
が
崩
れ
て
本

堂
・
庫
裡
共
倒
壊
し
た
。
山
下
の
川
岸
に
あ

っ
た
建
具
屋
（
島
田
）
の
一
家
族
と
職
人
が

流
さ
れ
た
。
二
階
に
い
た
職
人
は
、
人
見
橋

に
家
が
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
二
階
か
ら
橋
に
飛

び
移
り
助
か
っ
た
。
人
見
神
社
の
大
鳥
居
も

こ
の
と
き
壊
れ
た
。 

✜
仁
王
門
・
仁
王
尊
と
金
毘
羅
神
社 

仁
王
門
は
人
見
神
社
表
参
道
よ
り
第
一
、

第
二
石
段
を
登
っ
た
現
金
毘
羅
神
社
前
広
場

付
近
に
あ
っ
た
。
旧
金
毘
羅
神
社
は
、
こ
こ

か
ら
人
見
神
社
社
殿
の
石
段
を
さ
ら
に
二
〇

～
三
〇
ｍ
上
っ
た
右
側
に
建
っ
て
い
た
。 

こ
の
豪
雨
で
人
見
神
社
社
殿
へ
上
る
石
段

の
三
分
の
一
が
崩
落
し
、
山
土
が
金
毘
羅
神

社
と
仁
王
門
を
の
み
込
み
小
糸
川
に
落
下
し

た
。
押
し
潰
さ
れ
た
仁
王
門
は
後
日
掘
り
出

さ
れ
、
中
よ
り
仁
王
様
を
取
り
出
し
た
が
バ

ラ
バ
ラ
で
無
残
な
姿
だ
っ
た
。 

✜
古
峯
神
社 

第
一
石
段
を
上
が
り
左
側
小
高
い
所
に
あ

る
古
峯
神
社
は
被
災
を
免
れ
元
の
ま
ま
で
あ

る
。
古
老
の
話
に
よ
る
と
、
災
害
発
生
当
時
、

古
峯
神
社
の
脇
に
は
一
本
の
大
松
と
角
屋
と

い
う
店
が
あ
り
串
だ
ん
ご
を
売
っ
て
い
た
。 

            

老
夫
婦
は
毎
夕
、
古
峯
神
社
に
御
燈
明
を

灯
し
、
お
参
り
す
る
ほ
ど
大
変
信
心
深
い
人

だ
っ
た
。
山
崩
れ
に
遭
遇
し
た
と
き
自
分
の

家
の
ま
わ
り
は
土
砂
と
落
ち
て
来
た
立
木
で

埋
も
れ
、
い
つ
倒
壊
し
て
も
お
か
し
く
な
い

状
況
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
古
峯
神
社

の
ご
加
護
で
神
社
脇
の
一
本
松
が
角
屋
を
庇

い
店
に
は
土
砂
一
つ
入
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

当
時
、
木
橋
だ
っ
た
人
見
橋
も
濁
流
と
増
水

の
た
め
流
失
し
た
。
（
明
治
四
三
年｢

水
害
紀

念
帖｣

川
名
邦
五
郎
著
） 

✜
坂
田
村
の
被
災
状
況 

古
老
の
話
を
抜
粋
す
る
と
概
ね
次
の
よ
う

に
な
る
。
明
治
四
三
年
の
災
害
は
、
一
ノ
坪

あ
た
り
の
田
の
用
水
に
使
わ
れ
て
い
た
溜
池

が
山
崩
れ
で
全
部
埋
ま
り
土
砂
で
家
が
押
し

つ
ぶ
さ
れ
た
。 

あ
る
家
で
は
納
戸
へ
大
き
な
欅
が
飛
び
込

ん
で
き
た
。
全
壊
や
半
壊
の
被
害
も
か
な
り

あ
っ
た
よ
う
で
、
長
福
寺
も
本
堂
が
壊
れ
、

改
築
す
る
時
に
調
べ
た
ら
柱
が
二
一
～
二
二

本
折
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
雨
は
一
一
日
間
降

り
道
が
川
み
た
い
に
な
っ
て
水
が
流
れ
て
い

古峯神社 
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た
。
倒
壊
し
た
家
屋
（
母
屋
）
八
戸
、
死
者

は
一
二
名
に
の
ぼ
っ
た
。 

歴
史
的
に
み
れ
ば
天
明
の
飢
饉
や
安
政
の

大
地
震
と
い
っ
た
災
害
が
あ
っ
た
が
、
こ
の

よ
う
に
多
く
の
死
者
を
出
し
た
の
は
、
こ
の

時
が
お
そ
ら
く
初
め
て
の
経
験
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
い
う
。 

 

 

第
二
節 

大
正
の
災
害 

 

✜
大
正
六
年
の
被
災
状
況
（
坂
田
） 

大
正
六
年
九
月
三
〇
日
、
台
風
と
津
波
に

襲
わ
れ
た
。
台
風
は
北
西
風
を
巻
き
起
こ
し

津
波
を
呼
ん
だ
。
本
名
輪
海
岸
の
船
溜
り
が

大
破
し
、
波
打
ち
ぎ
わ
に
荷
出
し
さ
れ
て
い

た
建
て
込
み
前
の
木
篊
は
こ
と
ご
と
く
流
出

し
た
が
、
こ
れ
に
よ
る
家
屋
の
倒
壊
は
一
軒

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
海
岸
で
は
舟
が
全
滅

し
て
国
道
一
六
号
ま
で
海
水
が
あ
が
り
腰
位

ま
で
浸
か
っ
た
。 

 
 
 
 

✜
大
正
一
二
年
の
関
東
大
震
災 

大
正
一
二
年
九
月
一
日
午
前
一
一
時
五
八

分
、
突
然
発
生
し
た
大
地
震
が
関
東
地
方
南

部
を
襲
っ
た
。
そ
の
規
模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
七
、
九
。
震
源
地
は
相
模
湾
西
北
部
と
計

測
さ
れ
、
当
地
方
に
も
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ

し
た
。 

こ
の
地
震
に
よ
る
周
西
村
の
被
害
状
況
を

見
る
と
、
人
的
被
害
は
死
者
二
人
、
負
傷
者

七
人
。
建
物
被
害
は
、
総
戸
数
五
二
〇
戸
の

内
、
住
家
の
全
壊
九
〇
戸
、
半
壊
四
八
戸
、

大
破
一
〇
八
戸
を
数
え
た
。
非
住
家
に
い
た

っ
て
は
全
半
壊
、
大
破
合
わ
せ
て
三
一
七
戸

に
お
よ
び
、
建
物
被
害
だ
け
で
も
そ
の
被
害

額
は
約
五
〇
万
円
と
見
積
も
ら
れ
た
。 

ま
た
こ
の
時
、
人
見
神
社
の
本
殿
が
崩
壊

し
、
お
り
し
も
二
百
十
日
の
平
穏
無
事
を
祈

祷
中
の
神
官
が
そ
の
下
敷
き
と
な
り
死
亡
し

て
い
る
。 

こ
の
地
震
で
は
役
場
庁
舎
、
及
び
小
学
校

も
被
害
に
あ
い
、
小
学
校
舎
は
全
壊
し
役
場

も
半
壊
と
な
っ
た
。
こ
の
他
、
駐
在
所
は
大

破
し
隔
離
病
舎
が
全
壊
し
て
い
る
。 

寺
社
の
被
害
で
は
先
の
人
見
神
社
の
全
壊

以
外
に
も
大
和
田
大
蓮
寺
と
中
野
の
長
安
寺

が
全
壊
、
坂
田
長
福
寺
・
人
見
青
蓮
寺
・
久

保
増
光
寺
・
同
大
雲
寺
が
大
破
し
た
。 

震
災
直
後
、
周
西
村
で
は
、
村
長
に
よ
る

震
災
状
況
の
調
査
が
命
じ
ら
れ
、
助
役
は
小

学
校
に
出
張
、
被
害
状
況
を
視
察
し
、
そ
の

他
吏
員
は
村
内
を
一
巡
し
て
罹
災
の
状
況
把

握
に
努
め
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
被
害
状
況
が

次
第
に
明
ら
か
に
な
り
、
以
後
の
復
興
計
画

が
立
て
ら
れ
て
い
る
。 

崩
壊
し
た
小
学
校
建
物
は
、
本
校
舎
・
雨

天
体
操
場
・
裁
縫
室
・
物
置
な
ど
全
部
が
崩

壊
し
、
そ
の
惨
状
は
目
も
あ
て
ら
れ
な
い
状

況
だ
っ
た
。
幸
い
放
課
後
で
、
職
員
及
び
児

童
が
数
名
残
っ
て
い
る
程
度
だ
っ
た
の
で
死

傷
者
は
な
か
っ
た
。
こ
の
校
舎
倒
壊
の
た
め
、

村
で
は
校
舎
再
建
ま
で
と
り
あ
え
ず
小
学
校

児
童
を
坂
田
長
福
寺
・
人
見
青
蓮
寺
の
二
ヵ

所
の
寺
院
を
修
繕
し
て
収
容
し
授
業
を
行
っ

て
い
る
。 

再
建
計
画
で
は
、
一
般
経
費
の
節
減
に
よ

り
生
じ
た
財
源
と
四
五
、
〇
〇
〇
円
の
借
入

金
で
賄
う
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
学
校
設
置

の
場
所
を
地
盤
の
よ
り
強
固
な
村
の
中
央

（
現
Ｄ
マ
ー
ト
敷
地
）
を
選
び
移
転
す
る
こ
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と
と
し
、
大
正
一
五
年
九
月
に
総
経
費
五
二
、

〇
〇
〇
円
余
り
か
け
て
校
舎
を
再
建
し
た
。 

一
方
、
半
壊
し
た
役
場
庁
舎
は
震
災
後
、

一
時
こ
の
年
新
築
さ
れ
た
坂
田
漁
業
組
合
事

務
所
を
借
り
受
け
て
執
務
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
後
、
半
壊
し
た
庁
舎
は
修
繕
を
施

す
こ
と
と
し
、
大
正
一
三
年
四
月
に
修
理
を

完
了
、
間
借
り
し
て
い
た
仮
庁
舎
か
ら
移
転

し
た
。
こ
れ
と
並
行
し
て
隔
離
病
舎
、
巡
査

駐
在
所
の
再
建
、
修
理
が
行
わ
れ
、
隔
離
病

舎
は
昭
和
三
年
三
月
に
四
、
九
〇
〇
円
余
り

の
修
繕
費
を
も
っ
て
修
理
を
終
え
て
い
る
。 

（
坂
田
の
歴
史
散
歩
「
大
地
震
と
そ
の
復
興
」 

色
部
昭
男
著
） 

✽
震
災
の
証
言
（
大
和
田
） 

関
東
大
震
災
は
、
六
歳
位
の
頃
に
体
験
し

た
。
当
時
、
脚
を
骨
折
し
て
い
た
の
で
東
京

の
名
倉
堂
整
骨
院
に
治
療
に
行
き
関
東
大
震

災
の
四
、
五
日
前
に
家
に
帰
っ
て
き
た
。
そ

の
ま
ま
い
た
ら
死
ん
で
い
た
だ
ろ
う
。 

震
災
時
の
記
憶
と
し
て
は
、
大
蓮
寺
の
留

守
番
を
し
て
い
た
一
〇
歳
位
の
子
が
、
ワ
ア

ワ
ア
、
オ
ッ
カ
ン
が
っ
て
、
ネ
エ
テ
槇
の
木

に
し
が
ん
で
、
と
う
と
う
、
フ
ッ
コ
ン
ジ
ャ

ッ
タ
。
オ
ー
バ
ー
に
言
え
ば
、
家
の
庇
が
地

面
に
着
き
そ
う
に
な
る
位
に
動
い
た
っ
ぺ
。

立
っ
て
い
ら
れ
ネ
エ
ダ
モ
ン
。
コ
ロ
バ
ッ
テ

ェ
ダ
。
当
時
の
自
宅
は
草
屋
根
で
火
災
に
あ

っ
た
と
い
う
。 
 

（
中
野
久
義 

九
五
才
） 

✽
震
災
の
記
憶
（
大
和
田
） 

関
東
大
震
災
は
実
に
悲
し
か
っ
た
。
東
京 

な
ど
は
火
災
を
起
し
全
滅
し
、
火
災
の
炭
が

当
地
へ
降
っ
て
来
た
程
だ
っ
た
。
時
刻
は
一

一
時
五
〇
分
頃
、
昼
食
時
だ
っ
た
。 

は
じ
め
は
遠
く
の
方
か
ら
「
ご
う
ご
う
」

と
風
で
も
吹
い
て
く
る
様
な
音
が
す
る
と
思

ふ
間
に
、
ぐ
ら
ぐ
ら
と
動
き
初
め
急
い
で
外

に
出
る
が
、
立
っ
て
歩
け
ぬ
位
だ
っ
た
。
老

人
は
、
は
っ
て
逃
げ
出
す
始
末
で
、
外
に
出

て
家
を
見
る
と
今
に
も
倒
れ
る
か
と
思
っ
て

気
が
気
で
無
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
た
え
ず
小

さ
い
地
震
が
あ
っ
て
家
に
入
れ
ず
夜
は
野
外

で
寝
た
。
暫
く
た
っ
て
か
ら
あ
た
り
を
見
て

回
る
と
、
地
面
は
網
の
目
の
様
に
割
れ
て
い

る
。
割
目
の
廣
さ
五
寸
、
一
尺
位
も
口
を
あ

け
て
あ
ぶ
な
く
て
歩
け
な
い
。
潰
れ
た
人
家

が
随
分
あ
っ
た
が
、
大
和
田
で
は
潰
れ
た
家

は
な
く
、
傾
い
た
家
は
か
な
り
あ
っ
た
。
ま

た
居
山
の
頂
上
は
三
尺
位
の
割
目
が
ど
こ
ま

で
も
線
に
な
っ
て
い
る
。
大
雨
が
降
る
と
山

崩
れ
し
な
い
か
と
心
配
し
た
が
、
そ
の
後
、

被
害
も
な
く
永
い
年
月
の
中
で
塞
が
り
元
通

り
に
な
っ
た
。 

（
大
和
田
農
協
常
務 

茂
田
正
治
） 

✽
震
災
の
記
憶
（
坂
田
） 

私
の
家
は
坂
田
浦
の
そ
ば
で
、
海
苔
漁
や

魚
貝
漁
で
生
計
を
立
て
て
い
た
。
家
の
裏
は

浜
で
五
〇
ｍ
先
の
海
中
に
鳥
居
が
あ
り
、
毎

年
浦
祭
り
が
行
わ
れ
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
貝

採
り
で
賑
わ
っ
た
。 

台
風
な
ど
で
北
風
が
吹
く
と
波
が
屋
根
ま

で
吹
き
上
が
り
困
り
ま
し
た
。
母
親
か
ら
聞

い
た
話
だ
が
、
津
波
は
家
の
前
の
道
路
（
今

の
道
路
は
昔
の
道
路
よ
り
七
〇
㎝
位
高
い
）

で
膝
位
ま
で
あ
り
縁
の
下
を
え
ぐ
ら
れ
た
と

い
っ
て
い
た
。
身
の
危
険
を
感
じ
た
母
親
は
、

弟
を
お
ぶ
っ
て
山
の
方
へ
逃
げ
た
そ
う
だ
。 

（
苅
込
繁
雄
） 
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第
三
節 

昭
和
の
災
害 

 ✜
昭
和
一
三
年
の
集
中
豪
雨 

昭
和
一
三
年
秋
、
周
西
の
南
方
を
流
れ
る

小
糸
川
が
稀
に
見
る
集
中
豪
雨
で
大
氾
濫
を

お
こ
し
た
。
坂
田
・
中
野
・
久
保
・
中
富
・

釜
神
・
人
見
・
神
門
と
当
時
の
周
西
駅
（
君

津
駅
）
を
中
心
と
す
る
見
渡
す
限
り
の
水
田
、

畑
地
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
集
落
の
住
宅

は
、
こ
と
ご
と
く
床
下
か
ら
床
上
浸
水
と
な

り
、
家
財
道
具
は
い
う
に
お
よ
ば
ず
、
家
畜

の
被
害
、
と
り
わ
け
各
家
庭
の
堀
井
戸
（
当

時
は
水
道
は
な
い
）
と
便
所
と
が
一
緒
に
濁

流
に
お
そ
わ
れ
た
の
だ
か
ら
、
そ
の
惨
状
は

想
像
に
絶
す
る
も
の
だ
っ
た
。
保
健
衛
生
上

の
被
害
は
日
に
日
に
増
し
拡
が
っ
た
。
い
ま

六
〇
歳
以
上
の
方
々
は
記
憶
新
た
な
も
の
が

あ
ろ
う
。
当
時
、
君
津
駅
前
に
借
家
住
ま
い

を
し
て
い
た
筆
者
は
、
駅
の
ホ
ー
ム
が
僅
か

に
顔
を
出
し
、
周
西
小
学
校
の
校
舎
が
湖
中

に
浮
か
ん
で
い
る
舟
の
よ
う
に
み
え
、
隣
の

中
富
村
へ
水
見
舞
い
に
行
く
為
に
、
私
は
上

着
を
頭
に
の
せ
、
太
い
竹
棒
を
頼
り
に
、
濁

流
の
道
を
決
死
の
思
い
で
辿
り
つ
い
た
体
験

か
ら
、
小
糸
川
の
怒
り
ー
大
洪
水
が
、
い
か

に
恐
ろ
し
い
も
の
で
あ
る
か
を
身
を
持
っ
て

知
っ
て
い
る
一
人
で
あ
る
。 

（
「
思
い
出
の
坂
田
（
四
）
」
小
川
政
吉
） 

✜
昭
和
三
五
年
の
チ
リ
地
震
津
波 

五
月
二
二
日
、
一
五
時
一
一
分
一
四
秒
、

震
源
は
チ
リ
中
部
の
都
市
バ
ル
デ
ィ
ビ
ア
近

海
で
、
規
模
は
モ
ー
メ
ン
ト
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
（
Ｍ
ｗ
）
で
は
金
森
博
雄
の
推
定
に
よ
る

と
九
、
五
で
あ
る
。 

Ｍ
ｗ
九
、
五
と
い
う
値
は
、
近
代
地
質
学

の
計
器
観
測
史
上
最
大
で
あ
り
、
歴
史
地
震

を
含
め
て
も
最
大
級
で
あ
る
。 

本
震
発
生
か
ら
一
五
分
後
に
約
一
八
ｍ
の 

津
波
が
チ
リ
沿
岸
部
を
襲
っ
た
。
太
平
洋
を

伝
搬
す
る
津
波
の
周
期
は
非
常
に
長
く
、
ハ 

      

ワ
イ
島
の
ヒ
ロ
湾
で
は
高
さ
数
フ
ィ
ー
ト
程

度
の
第
一
波
到
達
約
一
時
間
後
に
最
大
波
が

襲
来
し
、
海
岸
線
か
ら
八
〇
〇
ｍ
以
上
内
陸

ま
で
壊
滅
的
な
被
害
と
な
っ
た
。 

日
本
へ
の
津
波
の
影
響
は
、
地
震
発
生
か

ら
約
二
二
時
間
半
後
の
五
月
二
四
日
未
明
に

最
大
で
六
、
一
ｍ
が
三
陸
海
岸
沿
岸
を
中
心

に
襲
来
し
、
日
本
各
地
に
被
害
を
も
た
ら
し

た
。
被
害
の
大
き
か
っ
た
の
は
リ
ア
ス
式
海

岸
の
奥
に
あ
る
港
で
岩
手
県
大
船
渡
で
は
五

三
名
、
宮
城
県
志
津
川
町
（
現
南
三
陸
町
）

で
は
四
一
名
、
北
海
道
浜
中
町
霧
多
布
で
は

一
五
名
が
死
亡
し
た
。 

（
一
九
六
〇
年
の
チ
リ
地
震
津
波
災
害
五
〇

年
目
の
現
地
調
査
・
二
〇
一
〇
年
二
月
） 

✽
津
波
の
状
況
（
人
見
） 

当
日
、
延
縄
漁
に
出
漁
し
よ
う
と
朝
四
時

こ
ろ
、
小
糸
川
に
船
を
出
し
た
と
こ
ろ
潮
位

が
高
い
う
え
引
き
潮
の
流
れ
が
異
常
に
早
く
、

川
尻
ま
で
行
か
な
い
う
ち
に
川
が
干
し
上
が

っ
て
船
が
動
か
な
く
な
っ
た
。
〝
な
ん
だ
、

な
ん
だ
〟
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
今
度
は
、

も
の
凄
い
勢
い
で
潮
が
あ
げ
て
き
て
船
が
浮

岩手県大船渡港民家に

乗り上げた漁船 

（昭和 35 年） 
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い
た
。
〝
お
か
し
い
、
変
だ
変
だ
〟
と
仲
間

の
舟
と
話
し
て
い
た
が
、
と
に
か
く
沖
に
出

て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
沖
に
出
て
み

る
と
潮
の
流
れ
が
異
常
に
速
く
、
刺
し
網
の

人
達
が
ボ
ン
デ
ン
（
目
印
の
旗
）
が
無
く
な

っ
た
と
大
騒
ぎ
を
し
て
い
た
。
こ
ん
な
に
潮

流
が
速
く
て
は
漁
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
小

糸
川
に
帰
っ
て
く
る
と
、
今
度
は
川
が
干
上

が
っ
て
い
た
。 

し
ば
ら
く
待
っ
て
い
た
ら
、
ま
た
も
の
す

ご
い
勢
い
で
潮
が
あ
げ
て
き
た
の
で
大
急
ぎ

で
船
を
「
船
だ
ま
り
」
に
入
れ
た
。
川
の
堤

防
に
は
大
勢
の
人
が
集
ま
っ
て
い
て
チ
リ
で

大
き
な
地
震
が
あ
り
、
そ
の
津
波
が
日
本
に

押
し
寄
せ
、
東
北
地
方
で
は
大
き
な
被
害
が

出
て
い
る
と
話
し
て
く
れ
た
。
結
局
そ
の
日

は
沖
に
出
て
も
漁
を
し
な
い
で
帰
っ
た
船
と

漁
場
に
よ
っ
て
は
〝
変
だ
変
だ
〟
と
思
い
な

が
ら
一
日
漁
を
し
た
船
と
が
あ
っ
た
。 

（
『
神
門
』
石
井
澄
雄
著
） 

✽
津
波
の
状
況
（
坂
田
） 

 

チ
リ
地
震
の
時
は
凄
か
っ
た
。
い
っ
た
ん

水
が
ズ
ー
ッ
と
い
き
な
り
き
た
。
〝
こ
れ
は

普
通
と
違
う
な
、
何
か
変
だ
な
〟
と
思
い
な

が
ら
私
は
見
て
い
た
。
二
回
目
が
ま
た
ズ
ー

ッ
と
上
が
っ
て
き
た
が
大
し
た
こ
と
は
な
い

と
思
い
逃
げ
な
か
っ
た
。
見
る
見
る
う
ち
に

干
上
が
っ
た
か
ら
よ
く
見
え
た
。
満
ち
引
き

は
数
回
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
最
初
の
波
が
一
番

大
き
か
っ
た
。
波
の
高
さ
は
道
路
を
地
上
げ

し
た
ス
レ
ス
レ
ま
で
で
、
路
面
ま
で
は
上
が

っ
て
こ
な
か
っ
た
。 

そ
の
他
に
は
、
神
門
の
田
圃
が
曽
根
新
田

か
ら
入
っ
て
き
た
塩
水
に
浸
か
り
、
現
高
田

工
業
や
吉
川
工
業
社
宅
付
近
の
田
圃
も
浸
か

っ
た
そ
う
だ
。 

 
 
 
 
 

（
苅
込
繁
雄
） 

✜
昭
和
四
五
年
の
洪
水 

昭
和
四
五
年
七
月
一
日
の
大
雨
は
、
南
岸

を
低
気
圧
が
東
北
東
に
ゆ
っ
く
り
進
み
、
前

線
の
影
響
で
房
総
南
部
の
丘
陵
地
に
局
地
的

な
集
中
豪
雨
を
も
た
ら
し
た
。
総
降
水
量
は
、 

札
郷
四
三
八
ｍｍ
、
坂
畑
三
六
六
ｍｍ
、
香
木

原
三
〇
四
ｍｍ
、
三
島
二
八
二
ｍｍ
、
糠
田
二

七
〇
ｍｍ
。
ま
た
、
清
澄
一
五
五
ｍｍ
、
木
更 

津
一
四
三
ｍｍ
と
な
り
、
こ
と
に
一
〇
時
～
一

一
時
に
か
け
て
の
一
時
間
に
大
多
喜
一
一
六 

            

ｍｍ
、
札
郷
一
〇
五
ｍｍ
を
記
録
し
た
。 

房
総
農
業
高
校
、
鹿
野
山
の
記
録
に
よ
る

と
、
六
月
三
〇
日
九
時
か
ら
、
七
月
一
日
九 

時
ま
で
に
一
一
〇
ｍｍ
、
七
月
一
日
九
時
か
ら
、

二
日
九
時
ま
で
が
二
一
六
ｍｍ
で
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
小
櫃
川
・
小
糸
川
・
湊
川
・
養
老
川

が
大
氾
濫
し
大
き
な
被
害
が
出
た
（
死
者
一

七
名
、
行
方
不
明
者
三
一
名
、
家
屋
全
壊
一

二
三
戸
な
ど
）
。
県
南
部
の
丘
陵
地
域
に
は
災

害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
。
七
月
一
日
の
集 

中
豪
雨
の
状
況
を
み
る
と
、
午
後
三
時
三
〇 
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分
頃
か
ら
小
糸
川
は
急
激
に
増
水
し
、
降
り

続
く
豪
雨
で
堤
防
は
決
壊
。
各
地
で
床
上
、

床
下
の
浸
水
を
起
こ
し
た
。
人
見
地
区
も
午 

後
八
時
つ
い
に
床
上
浸
水
と
な
り
釜
神
・
中

富
・
久
保
・
外
箕
輪
・
三
直
・
練
木
な
ど
の

広
範
囲
に
わ
た
っ
た
。
小
櫃
川
で
は
集
中
豪 

雨
を
「
こ
の
土
地
で
は
軒
先
の
雨
垂
れ
が
一 

時
間
棒
の
よ
う
に
続
く
と
、
川
の
水
が
耕
地

に
上
る
」
と
語
り
継
が
れ
て
い
る
。
ま
さ
に

こ
の
日
の
こ
と
で
あ
る
。
大
正
十
年
十
月
十

日
の
大
暴
風
雨
も
被
害
甚
大
で
あ
っ
た
が
そ

れ
よ
り
も
は
る
か
に
大
き
い
と
『
小
櫃
村
誌
』

は
記
し
て
い
る
。 

             

✽
小
糸
川
の
改
修 

昭
和
四
六
年
三
月
五
日
着
工
し
、
昭
和
四

九
年
九
月
三
〇
日
竣
工
し
た
。 

<

改
修
計
画>

 

             

・
工
事
区
間 

 
 
 

人
見
橋
～
中
村
橋
（
一
二
、
一
六
八
km
） 

・
計
画
雨
量 

二
八
六
、
三
㎜
／
二
四
hr 

・
計
画
高
水
量 

七
〇
〇
㎥
／
ｓ 

・
計
画
高
水
流
量 

人
見
橋
～
中
村
橋 

七
〇
〇
㎥
／
ｓ 

松
川
橋
～
中
村
橋 

五
〇
〇
㎥
／
ｓ 

（
昭
和
四
五
年
度
発
生 

｢

災
害
復
旧
助
成 

事
業｣

 

計
画
概
要
書 

千
葉
県
土
木
部 

君津町内の水没 

人見地先（町道１号幹線道路陥没・水道管切断） 

河川敷内改修工事状況 
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河
川
課
） 

✽
昭
和
四
九
年
の
災
害
記
憶
（
坂
田
） 

昭
和
四
九
年
の
災
害
も
ひ
ど
か
っ
た
よ
う 

だ
。
崖
崩
れ
、
山
崩
れ
で
家
の
全
壊
・
半
壊
・

小
破
が
あ
り
、
床
上
浸
水
が
二
〇
～
三
〇
軒
。

崖
崩
れ
が
一
四
、
五
軒
あ
っ
た
と
い
う
。 

 第
四
節 

平
成
の
災
害 

 

✜
東
日
本
大
震
災 

平
成
二
三
年
三
月
一
一
日
、
一
四
時
四
六

分
頃
、
三
陸
沖
を
震
源
と
し
た
「
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
」
が
発
生
し
た
。
地
震
の
規

模
を
示
す
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
九
・
〇
。
最

大
震
度
七
（
宮
城
県
栗
原
市
）
だ
っ
た
。 

君
津
市
の
震
度
「
五
弱
」
。
三
月
一
一
日
、

津
波
警
報
発
表
（
内
湾
二
ｍ
）
。
津
波
観
測
値

は
木
更
津
港
で
二
、
八
三
ｍ
の
潮
位
が
観
測

さ
れ
た
。 

<

公
共
施
設
、
設
備
へ
の
被
害
状
況>

 

✤
人
的
被
害
：
負
傷
者
二
名
（
高
齢
者
小
指 

負
傷
ほ
か
）
。
帰
宅
困
難
者
二
名
。 

✤
火
災
：
な
し
。 

✤
建
物
被
害
：
全
壊
、
半
壊
な
し
。 

一
部
破
損
九
棟
。
床
上
浸
水
・
床
下
浸
水 

な
し
。
液
状
化
に
よ
る
建
物
被
害
な
し
。 

✤
避
難
者
数
：
最
大
二
〇
名
（
避
難
所
二
ヵ

所
開
設
）
。 

✤
水
道
：
水
道
本
管
破
損
四
ヵ
所
。
断
水
四 

五
〇
戸
。 

✤
下
水
道
：
な
し
。 

✤
道
路
：
県
道
（
道
路
陥
没
一
ヵ
所
）
。
市 

道
（
市
道
ひ
び
割
れ
一
ヵ
所
）
。 

✤
停
電
：
最
大
一
四
〇
〇
世
帯
。 

✤
本
庁
舎
：
一
、
五
、
七
、
八
階
の
天
井
材 

 

一
部
落
下
、
外
部
床
タ
イ
ル
ひ
び
割
れ
。 

✤
小
櫃
保
育
園
：
園
庭
一
部
ひ
び
割
れ
。 

✤
校
舎
：
南
子
安
小
壁
に
ひ
び
、
周
西
小
外

壁
モ
ル
タ
ル
落
下
、
君
中
体
育
館
ガ
ラ
ス

五
枚
割
れ
、
周
南
中
外
壁
複
数
落
下
、
亀

山
中
体
育
館
壁
外
れ
か
け
。 

✤
県
道
：
道
路
陥
没
一
ヵ
所
（
水
道
制
水
弁 

か
ら
の
漏
水
）
。 

✤
市
道
：
ひ
び
割
れ
一
ヵ
所
。 

✤
水
道
本
管
破
損
：
四
ヵ
所
。 

※
出
典
（
君
津
市
総
務
部
危
機
管
理
課
） 

✍
第
二
次
世
界
大
戦
・
空
襲
の
記
憶 

昭
和
一
九
年
三
月
一
〇
日
、
東
京
大
空
襲

は
よ
く
見
え
火
の
粉
が
飛
ん
で
き
た
。
昭
和

二
〇
年
、
戦
争
の
終
わ
り
近
く
に
空
襲
が
あ

り
鹿
野
山
や
三
舟
山
方
向
か
ら
艦
載
機
が
飛

来
し
て
房
総
周
西
に
沿
っ
て
飛
ん
だ
。
あ
る

日
、
グ
ラ
マ
ン
が
三
機
飛
ん
で
き
て
機
銃
掃

射
を
受
け
た
。
標
的
は
私
た
ち
で
な
く
三
〇

ｍ
位
後
ろ
に
あ
っ
た
銃
座
か
ら
撃
つ
場
所
で
、

そ
の
機
銃
が
〝
タ
ン
・
タ
ン
・
タ
ン
〟
と
音

が
し
た
か
と
思
う
と
旋
回
し
て
き
た
グ
ラ
マ

ン
が
〝
バ
リ
、
バ
リ
、
バ
リ
、
バ
リ
〟 

と
物

凄
い
ス
ピ
ー
ド
で
機
銃
掃
射
し
飛
び
去
っ
て

行
く
。
怖
か
っ
た
。
周
西
駅
周
辺
は
時
々
、

グ
ラ
マ
ン
の
機
銃
掃
射
が
あ
っ
た
が
怪
我
を

す
る
人
は
い
な
か
っ
た
。
こ
の
近
く
は
Ｂ
29

が
上
空
を
飛
ん
で
行
く
だ
け
で
爆
弾
は
落
さ

れ
な
か
っ
た
。
炊
事
当
番
し
て
い
た
ら
空
襲

警
報
が
鳴
っ
た
の
で
防
空
壕
に
逃
げ
込
ん
だ

ら
番
兵
が
い
て
〝
ク
ワ
バ
ラ
、
ク
ワ
バ
ラ
〟

と
手
を
合
わ
せ
て
い
た
。
〝
こ
り
ゃ
、
戦
争

に
負
け
る
な
〟
と
思
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
Ｔ
・
Ｙ
） 



                       

                       

            

4 気象台気象観測資料 

昭和 45 年 7 月 1 日関東地方南部の大雨による 

千葉県水害報告書 
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